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だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

地
域
の
未
来
を
サ
ポ
ー
ト
！

挨拶する新宮塾長

挨拶する野津会長

挨拶する岸本会長

産
直
コ
ー
ナ
ー
の
更
な
る
発
展
を
誓
う
！

産
直
出
荷
者
協
議
会
が
総
会
を
開
催

　

く
に
び
き
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
出
荷
者
協
議
会
（
野
津
喜

洋
会
長
・
１
，
１
１
２
名
）
は

３
月
４
日
、
営
農
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
27
回
代
議
員
総
会
を

開
催
し
、
各
支
部
の
代
議
員
総
数
66
名
の
う
ち
33
名

が
出
席
（
委
任
状
20
名
）
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
野
津
会
長
が
「
相
変
わ
ら
ず
の
生
産
資
材
の

高
騰
に
よ
る
厳
し
い
生
産
状
況
や
、
夏
の
猛
暑
の
影
響

に
よ
り
出
荷
量
が
安
定
せ
ず
、
天
候
の
厳
し
さ
を
感

じ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
消
費
者
の
皆
様
へ
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を
届
け

る
こ
と
を
大
切
に
、
よ
り
良
い
体
制
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
多
く
の
会
員
で
組
織
す
る
本
協

議
会
は
、
地
域
の
食
と
農
を
守
る
頼
も
し
い
存
在
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
農
産
物
が
少
し
で
も
多

く
、
少
し
で
も
高
く
売
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
当
地
区

本
部
も
全
力
で
支

援
し
て
い
き
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に

入
り
、
令
和
６
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
に
つ
い
て
報

告
。
さ
ら
に
令
和

７
年
度
の
事
業
計

画
（
案
）
と
収
支
予

算
（
案
）
を
説
明
し
、

全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

総会の様子

「
さ
ん
ち
ょ
く
営
農
塾
」
開
講

売
れ
る
野
菜
作
り
で
地
域
を
活
性
化
！

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
３
月
12

日
、
東
出
雲
町
に
あ
る
中
海
干
拓
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
さ
ん
ち
ょ

く
営
農
塾
」
の
開
講
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
塾
は
今
回
で
10
期
目
。
農
業
に
関
心
が
あ
り
、
良

品
質
の
農
産
物
を
生
産
し
、　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
や
地
元

ス
ー
パ
ー
等
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
荷
を
目
指
す
方

を
対
象
に
募
集
。
基
礎
知
識
と
圃
場
実
習
、
模
擬
出
荷
体

験
な
ど
の
内
容
で
、
９
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
研
修
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
塾
生
17
名
の
う
ち
13
名
が
出
席
。
冒
頭
、

塾
長
を
務
め
る
新
宮
紀
彦
営
農
経
済
部
長
が
「
営
農
塾

を
通
し
て
良
品
質
な
野
菜
作
り
が
で
き
る
よ
う
、
知
識

と
技
術
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
講
義
は
、
株
式
会
社
山
陽
種
苗
の
平
田

和
哲
生
産
指
導
部
長
を
講
師
に
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培

方
法
」
に
つ
い
て
学
習
。
講
義
で
は
、
定
植
後
芽
が
出

て
か
ら
２
ヶ
月
後
に
試
し
掘
り
を
す
る
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
圃
場
へ
移
動
し
、
晴
天
の
下
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
植
え
付
け
実
習
に
熱
心

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
受
講
し
た
伊

藤
万
耶
さ
ん
（
浜
乃
木
町
）

は
「
同
塾
で
し
っ
か
り
学
ん

で
、
今
後
Ｊ
Ａ
の
産
直
へ
た

く
さ
ん
出
荷
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
12
月
ま
で
に

全
18
回
の
講
義
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

総会の様子

　

く
に
び
き
農
業
法
人
会
（
岸
本

定
朝
会
長
・
20
組
織
）
は
３
月
25

日
、
松
江
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
第
14
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

会
員
33
名
や
関
係
者
な
ど
11
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
岸
本
会
長
が
「
令
和
の
米
騒
動
の
最
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
米
の
価
格
も
再
生
産
可
能
な
本
来
の
適

正
価
格
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
生
産
者
と
し
て
、
食
料
を

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
各
組
織
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

松
江
市
の
農
業
振
興
に
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
村
隆
副
本

部
長
が
「
知
識
の
習
得
・
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
、
法

人
会
の
益
々
の
活
性
化
を
願
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、（
農
）

佐
々
布
農
産
の
三
島

進
代
表
理
事
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
令
和

６
年
度
の
事
業
報
告

や
令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
（
案
）
と
収

支
予
算
（
案
）
な
ど

全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
後
に
は
、

中
国
四
国
農
政
局
島

根
県
拠
点
の
日
野
康

弘
総
括
農
政
推
進
官

に
よ
る
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
つ
い

て
等
、
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

「
食
」と「
農
」に
携
わ
る
農
業
法
人

く
に
び
き
農
業
法
人
会
が
定
期
総
会
を
開
催

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報

～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。
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く
に
び
き
地
区
本
部
情
報
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謝辞を述べる石原代表(右)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
子
ど
も
食
堂
な
ど
へ
寄
付
贈
呈
式
を
実
施
～

地
域
の
未
来
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
Ｊ
Ａ
各
事
業
で
の
お
取
引
や
店
舗
な
ど
の
ご
利
用
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
「
総
合
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
に
お
け
る
失
効
ポ
イ
ン
ト
の
一

部
を
、
子
育
て
支
援
組
織
を
中
心
と
し
た
団
体
へ
米
券
等
に
よ
り
各
地
区
本
部
か

ら
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
松
江
市
内
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
21

組
織
へ
、
米
と
引
き
換
え
が
で
き
る
米
券
等
で
の
寄
付
を
決
定
。
３
月
13
日
に
営

農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
寄
付
贈
呈
式
を
実
施
し
、
14
組
織
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
Ｊ
Ａ
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
貢
献
も
柱
の

一
つ
。
米
の
価
格
が
値
上
が
り
す
る
中
、充
分
な
寄
付
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、困
っ

て
い
る
方
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
概
要
に
つ
い
て

自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
各
組
織
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
、
地
域
つ
な
が
り
セ
ン
タ
ー
の
石
原
淳
子
代

表
が
「
お
米
が
高
価
で
手
に
入
れ
る
の
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

こ
の
よ
う
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
３
月
12

日
、
東
出
雲
町
に
あ
る
中
海
干
拓
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
さ
ん
ち
ょ

く
営
農
塾
」
の
開
講
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
塾
は
今
回
で
10
期
目
。
農
業
に
関
心
が
あ
り
、
良

品
質
の
農
産
物
を
生
産
し
、　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
や
地
元

ス
ー
パ
ー
等
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
荷
を
目
指
す
方

を
対
象
に
募
集
。
基
礎
知
識
と
圃
場
実
習
、
模
擬
出
荷
体

験
な
ど
の
内
容
で
、
９
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
研
修
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
塾
生
17
名
の
う
ち
13
名
が
出
席
。
冒
頭
、

塾
長
を
務
め
る
新
宮
紀
彦
営
農
経
済
部
長
が
「
営
農
塾

を
通
し
て
良
品
質
な
野
菜
作
り
が
で
き
る
よ
う
、
知
識

と
技
術
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
講
義
は
、
株
式
会
社
山
陽
種
苗
の
平
田

和
哲
生
産
指
導
部
長
を
講
師
に
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培

方
法
」
に
つ
い
て
学
習
。
講
義
で
は
、
定
植
後
芽
が
出

て
か
ら
２
ヶ
月
後
に
試
し
掘
り
を
す
る
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
圃
場
へ
移
動
し
、
晴
天
の
下
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
植
え
付
け
実
習
に
熱
心

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
受
講
し
た
伊

藤
万
耶
さ
ん
（
浜
乃
木
町
）

は
「
同
塾
で
し
っ
か
り
学
ん

で
、
今
後
Ｊ
Ａ
の
産
直
へ
た

く
さ
ん
出
荷
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
12
月
ま
で
に

全
18
回
の
講
義
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

良
質
米
生
産
に
向
け
て

　

  

令
和
７
年
産
米
の
播
種
を
開
始
！

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
３
月
４
日
、
中
海
干
拓
育
苗

セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年
産
米
の
播
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

５
月
下
旬
ま
で
、「
つ
き
あ
か
り
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
つ

や
姫
」「
き
ぬ
む
す
め
」
な
ど
約
７
万
６
，０
０
０
箱
の

育
苗
を
行
う
予
定
で
す
。

　

当
日
は
、
２
，
２
０
０
箱
の
種
ま
き
を
実
施
。
作
業

員
は
機
械
で
育
苗
箱
に
床
土
を
入
れ
、
注
水
、
播
種
、

覆
土
を
行
い
、
温
度
30
度
に
保
っ
た
育
苗
器
に
運
搬
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
日
ほ
ど
育
苗
器
の
中
で
加
温
し
、

芽
が
１
セ
ン
チ
程
度
ま
で
伸
び
た
苗
を
ハ
ウ
ス
に
移
動
。

植
え
付
け
目
安
と
な
る
十
数
セ
ン
チ
ま
で
成
長
さ
せ
ま

す
。
育
っ
た
苗
は
、
４
月
下
旬
頃
か
ら
順
次
生
産
者
へ

引
渡
す
予
定
で
す
。

　

新
宮
紀
彦
営
農
経
済
部
長
は
「
育
苗
期
間
は
天
候
の

影
響
も
受
け
や
す
い
時
期
と
な
る
の
で
、
良
質
な
苗
を

提
供
で
き
る

よ
う
育
苗
管

理
を
徹
底
し

て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
当

地
区
本
部
で

は
、
良
質
米

生
産
と
生
産

拡
大
に
取
り

組
み
、
生
産

者
の
所
得
増

大
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ラインに育苗箱が流れる様子

　

く
に
び
き
農
業
法
人
会
（
岸
本

定
朝
会
長
・
20
組
織
）
は
３
月
25

日
、
松
江
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

で
第
14
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

会
員
33
名
や
関
係
者
な
ど
11
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
岸
本
会
長
が
「
令
和
の
米
騒
動
の
最
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
米
の
価
格
も
再
生
産
可
能
な
本
来
の
適

正
価
格
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
生
産
者
と
し
て
、
食
料
を

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
各
組
織
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

松
江
市
の
農
業
振
興
に
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
村
隆
副
本

部
長
が
「
知
識
の
習
得
・
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
、
法

人
会
の
益
々
の
活
性
化
を
願
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、（
農
）

佐
々
布
農
産
の
三
島

進
代
表
理
事
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
令
和

６
年
度
の
事
業
報
告

や
令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
（
案
）
と
収

支
予
算
（
案
）
な
ど

全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
後
に
は
、

中
国
四
国
農
政
局
島

根
県
拠
点
の
日
野
康

弘
総
括
農
政
推
進
官

に
よ
る
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
つ
い

て
等
、
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報

寄
付
先

地
域
つ
な
が
り
セ
ン
タ
ー

［
Ｊ
A
津
田
支
店
２
F
］
キ
ッ
チ
ン
か
え
で
A
I
K
A（

秋
鹿
公
民
館
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね

あ
っ
た
か
元
気
便
［
Ｊ
Ａ
津
田
支
店
２
Ｆ
］
な
ご
や
か
食
堂
「
ふ
る
え
テ
ラ
ス
」

（
古
江
公
民
館
）

な
な
い
ろ
食
堂
（
湖
東
中
・
大
庭
公
民
館
）
み
ん
な
の
食
堂
「
彩
」

（
天
理
教
周
吉
分
教
室
）

こ
ど
も
食
堂
さ
い
か
ま
ん
ま
る
亭

（
洞
光
寺
会
館
）
ち
く
や
ご
め
た
食
堂　

 （
竹
矢
公
民
館
）

あ
さ
食
・
あ
さ
学
・
子
ど
も
の
会

（
菅
田
会
館
）
キ
ッ
チ
ン
お
ん
ぼ
ら
ー
と

（
キ
ッ
チ
ン
お
ん
ぼ
ら
ー
と
）

乃
木
こ
ど
も
食
堂　
　
　
　

 

（
御
華
門
）
k
i
t
c
h
e
n-

k
i
t
a
h
o
r
i

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
あ
い
）

ふ
れ
あ
い
食
堂　
　
　

 

（
持
田
公
民
館
）
ま
ち
の
ご
は
ん

（
ラ
ボ
キ
ッ
チ
ン
・
よ
こ
ば
ま
c
o
f
f
e
e
・
つ
む
ぎ
や
T
a
t
e
m
a
c
h
i

2.0
）

山
陰
中
央
新
報
社
子
ど
も
ご
縁
食
堂

（
殿
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
だ
れ
で
も
食
堂
ほ
っ
き
（
法
吉
公
民
館
）

キ
ッ
チ
ン
か
え
で

（
第
２
湘
北
県
営
住
宅
集
会
所
）
陽
な
た
食
堂　
　
　

 

（
大
庭
西
公
民
館
）

こ
ど
も
食
堂
「
ブ
ド
リ
の
家
」

（
ブ
ド
リ
の
家
）
城
西
も
り
も
り
食
堂　
（
城
西
公
民
館
）

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
じ
ょ
う
ほ
く

（
城
北
公
民
館
）［
事
務
所
所
在
地
］　　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

（
開
催
場
所
）
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ま
つ
え
レ
デ
ィ
ー
ス
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
副
賞
に
く
に
び
き
管
内
産
の
米
を
贈
呈

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

　

早
春
の
城
下
町
松
江
・
宍
道

湖
畔
を
舞
台
に
３
月
16
日
、「
第

46
回
ま
つ
え
レ
デ
ィ
ー
ス
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
熱
い
レ
ー
ス

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
が
低
く
雨
も
降

る
中
、
15
キ
ロ
過
ぎ
に
は
昨
年

優
勝
し
た
野の

だ田
真ま

り

や
理
耶
選
手（
大

東
文
化
大
学
２
年
生
）
や
特
別

招
待
の
𠮷よ

し
か
わ川
侑ゆ

み美
選
手
（
千
葉

陸
協
）
な
ど
が
先
頭
集
団
を
作

り
、
終
盤
で
ス
パ
ー
ト
を
か
け
た
土つ
ち
や屋
舞ま
こ
と琴
選
手
（
立
命

館
大
学
３
年
生
）
が
、
１
時
間
12
分
４
秒
で
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
初
出
場
・
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
越
野
浩
昭
本
部
長
か
ら
優
勝
し
た
土
屋

選
手
へ
副
賞
と
し
て
、
管
内
産
の
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
用

意
し
た
米
俵
を
手
渡
し
、
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。
土
屋
選

手
は
、「
と
に
か
く
順
位
入
賞
を
狙
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

白
米
が
大
好
き
で
た
く
さ
ん
食
べ
る
の
で
、
お
米
が
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
に
も
、
く
に
び
き
地
区
本
部
か
ら
同

様
に
管
内
産
の
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
送
り
、

地
元
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
Ａ
コ
ー
プ

株
式
会
社
は
３
月
27
日
、

Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ
店
か

ら
管
内
で
２
号
目
と
な

る
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と

く
し
丸
25
号
車
」
の
稼

働
を
開
始
し
ま
し
た
。

と
く
し
丸
は
、
食
品
や

日
用
品
な
ど
の
商
品
を

積
み
込
み
、
買
い
物
を
希
望
さ
れ
る
方
の
家
や
近
く

ま
で
訪
問
し
て
販
売
す
る
移
動
ス
ー
パ
ー
で
す
。

　

当
日
は
、
Ａ
コ
ー
プ
役
職
員
の
他
、
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
集
ま
り
出
発
式
を
実
施
。
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
中
村
隆
副
本
部
長
は
「
と
く
し
丸
は
、
買
い
物
に

困
難
な
地
域
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
商
品
だ
け
で

な
く
安
心
と
喜
び
を
一
緒
に
届
け
る
大
切
な
取
り
組

み
。『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
創
造
』
に

繋
が
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
続
い
て
、と
く
し
丸
25
号
車
の
販
売
パ
ー

ト
ナ
ー
を
務
め
る
村
田
美
鈴
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
、
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
そ
の
後
、
村
田
さ

ん
が
と
く
し
丸
25
号
車
に
乗

り
込
み
、
Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ

店
を
出
発
し
ま
し
た
。
同
車

は
、
玉
湯
町
と
宍
道
町
を
販

売
エ
リ
ア
と
し
て
稼
働
し
て

い
き
ま
す
。

　

宍
道
町
椎
茸
生
産
者
組

合
（
小
豆
澤
正
美
組
合
長
・

８
名
）
は
３
月
14
日
、
宍

道
町
上
来
待
に
あ
る
旧
Ｊ

Ａ
来
待
店
倉
庫
で
来
待
小

学
校
の
３
年
生
22
名
に
、

シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
の
出

前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
12
回
目
と
な
る

出
前
授
業
は
、
同
組
合
員
で
地
区
本
部
運
営
委
員
で
も

あ
る
永
江
久
夫
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の
魅
力

や
食
べ
る
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
個
人
的
に
始
め

た
も
の
。
今
で
は
組
合
の
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
永
江
さ
ん
を
は
じ
め
、
同
組
合
員
が
講
師

と
し
て
参
加
し
、
シ
イ
タ
ケ
の
特
色
や
栽
培
手
順
、
植

菌
・
収
穫
方
法
を
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
植
菌
作

業
を
体
験
。
児
童
は
永
江
さ
ん
と
一
緒
に
原
木
に
穴
を

開
け
た
り
、
か
な
づ
ち
を
使
っ
て
、
原
木
の
穴
に
駒
菌

を
打
ち
込
ん
だ
後
、
ほ
だ
場
へ
運
び
ま
し
た
。

　

永
江
さ
ん
は
「
食
農
教
育
は
一
過
性
で
終
わ
っ
て
は

い
け
な
い
。
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
、
食
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
児
童
は
「
原
木
に
穴
を
開
け
る
の
は

少
し
怖
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
て

み
る
と
気
持
ち
良
か
っ
た
！
シ

イ
タ
ケ
が
大
き
く
な
る
の
が
楽

し
み
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ほ
だ
場
へ
運
ん
だ
原
木
は
、
同

組
合
員
や
児
童
が
管
理
し
、
２

年
後
に
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ
店
か
ら

移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」
が
稼
働
開
始

お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
を
作
ろ
う

                  

児
童
が
菌
打
ち
体
験

米俵を手渡す越野本部長(左)と
土屋選手(右)

副賞を受け取る受賞者

永江さんと一緒に原木に穴を開ける児童

原木に駒菌を打ち込む

関係者らでテープカット

村田さんと「とくし丸25号車」

松江ロードを駆け抜ける選手

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま
ゆ
店

☎
６
２ 

― 

１
２
７
１
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燦
燦
会
が
異
業
種
若
手
交
流
会
「
シ
ゴ
ト
モ
」
を
開
催
！

　
～
若
手
社
員
・
職
員
同
士
で
の
交
流
を
深
め
る
～

講義をする堀江警部補

各テーブル対抗でミニゲームも実施

　

く
に
び
き
地
区
本
部
と
１
７
０
の
企

業
・
団
体
で
構
成
す
る
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

く
に
び
き
地
区
本
部
燦
燦
会
（
松
浦
嘉

昭
会
長
）
は
３
月
21
日
、
サ
ン
ラ
ポ
ー

む
ら
く
も
で
、異
業
種
若
手
交
流
会
「
シ

ゴ
ト
モ
」
を
開
催
し
、
26
の
企
業
・
団

体
よ
り
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
松
浦
会
長
が
「
こ
の
交
流

会
を
通
し
て
、
人
間
関
係
を
さ
ら
に
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業
間
の
取
引
や
、
様
々
な
も
の
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
顧
問

を
務
め
る
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
し

て
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
今
日
の
出
会
い
を
大
切
に
、

積
極
的
に
縁
を
結
ん
で
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
初
め
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
で
し

た
が
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、
相
互
に
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
様
々
な
業
種
の
同
世
代
の
方
と
交
流
で

き
、同
じ
よ
う
な
悩
み
を
共
有
で
き
た
り
、勉
強
に
な
っ
た
」「
た

く
さ
ん
の
方
と
繋
が
り
が
も
て

て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と

交
流
会
に
つ
い
て
好
意
的
な
評

価
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

新
聞
の
多
様
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

 

～
サ
ン
サ
ン
女
子
大
第
10
回
講
座
～

　

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
３
月
12
日
、
株
式

会
社
山
陰
中
央
新
報
社
で
「
大
人
の
新
聞
教
室
」
を

実
施
し
、
学
生
19
名
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
同
社
文
化
事

業
局
の
山
本
洋
輔
局
次
長

が
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

新
聞
の
見
方
に
つ
い
て
説

明
。
忙
し
く
て
時
間
が
な
い

方
で
も
要
点
を
お
さ
え
て
情

報
を
つ
か
む
方
法
を
、
実
際

に
発
行
さ
れ
た
新
聞
を
使
い

な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
新
聞
が
で
き
る
ま
で

の
制
作
過
程
や
、
認
知
症
や

介
護
予
防
の
た
め
の
新
聞
紙

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
活

用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
。
講

義
の
後
は
、
実
際
に
夜
の
編

集
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
朝
は
忙
し
く

て
な
か
な
か
読
め
な
か
っ
た

が
、
新
聞
の
見
方
の
コ
ツ
が

わ
か
っ
た
の
で
明
日
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」

「
な
か
な
か
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
実
際
の
編
集
現
場
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
え
て
良

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
女
性
部
（
諏
訪
智
子
部
長
・
７
１
８
名
）

は
３
月
10
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
松
江
警
察
署

生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
長
の
堀
江
隼
平
警
部
補
を

講
師
に
招
き
、「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
」
研
修
会

を
開
催
し
、
58
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
や
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
な
ど
の
手
口
や
対
策
を
学
ぶ
こ
と
で
、
被
害

か
ら
自
身
や
周
り
の
人
を
守
ろ
う
と
企
画
。
堀
江
警

部
補
は
、
島
根
県
警
察
本
部
が
作
成
し
て
い
る
被

害
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
、
電
話
の
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し
た
リ
ス
ク
対
策
方
法

や
、
様
々
な
特
殊
詐
欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
の
手

口
や
防
止
策
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が
ら
解
説

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
耳
に

は
し
て
い
た
が
、
実
際
に
警
察
の
方
に
実
例
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
と
、

改
め
て
心
し
て
生

活
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
感

じ
た
」「
詐
欺
の
手

口
も
巧
妙
に
な
っ

て
お
り
、
日
々
知

識
を
積
む
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
た
。

と
て
も
良
い
研
修

会
だ
っ
た
」
と
定

期
的
な
開
催
を
望

む
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

騙
さ
れ
る
前
に
対
策
を
！

 

特
殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
を
学
ぶ

挨拶する松浦会長挨拶する越野顧問

編集現場で説明を受ける学生 講義の様子

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
周
年
周
年
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◎課長・店長・ローンセンター長・担当次長・農機所長
〇副店長、センター長、所長、ローンセンター次長、担当課長
■課長補佐・支店長補佐・センター長補佐
□係長　◆専門職　★一般職
＃有期雇用職　＃Pパートタイム　△派遣職　  　新入職員

越　野　浩　昭地 区 本 部 長

中　村　　　隆地区副本部長

営
農
企
画
課

☎
5
5
–
３
０
３
０

□
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令和７年４月６日付の機構図と電話番号は次のとおりです。
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執行役員　高木　康文

※有期雇用職員は、
　４月１日付で転籍

JA全農島根
農機サポート㈱

JA全農Ａコープ㈱

Ａコープふるえ
☎３６-６６７６

Ａコープやくも
☎５４-１１２３

JA FARMERS Ａコープたまゆ店
☎６２-１２７１

ファミリーマート＋Ａコープしんじ
☎６６-０５０７

ファミリーマート＋Ａコープこうぶ
☎８２-９０７７

㈲JAしまねくにびき
協同サービス
☎２８-９２４５

本　　店

　◆松本　博樹本店　整備センター

金 融 部

部長　　石倉　　功畜 産 部
　　　■須山　哲成畜産課

資材課

金融企画課
金融相談課
事務管理課

経 済 部
　　　◎小室　陽二

　　　　勝部　元彦
　　　■平井　秀一　　沖本　達哉（出雲駐在）
　　　　伊藤　修英　　田口　　恵
　　　　井上　直紀　　三島　利香

◎◆山根　祐二　◆藤原　　孝　◆竹内　清貴　◆福井　　聖　◆川津　　心くにびき営業所
☎５５-３０６６

資 金 部
　　　■坂本久美子資金運用課

共 済 部
共済事務管理課

信用共済推進支援センター
東部センター

生命建物共済課

部長　　田中　達也

部長　　上野　晃一

融 資 部
　　　　

　　　◎杉谷　雄一　＃角　真利子　
　　　　田淵　克己

　　　○市場　直樹　　小畑　直也

総 務 部

人 事 部

監 査 部

リスク管理統括課
債権管理課

リスク管理部

室長　　恩田　直幸改革推進室

経理管財課
企画管理課 　　　◎小豆澤達生
企画管理部

　　　　小谷　由希　★藤原　三紀

　　　■植尾　　彰　　矢野　裕之
　　　◎山藤　哲久　　小豆澤　恒

　　　　
総務課 　　　　　吉野　絵里
ふれあい福祉課　　　　　竹内　美絵

  人事部付　吉岡　　亮（農林中金出向）
人事課 　　　　　高尾　泉樹
教育企画課　　　　　笹山　彩子

　部長　　河原　弘明
　次長　　門脇　　誠
　次長　　杉谷　高明

□栂　　圭佑　　安達　美香　　佐々木梨紗
　杉森　佳代　　古瀬　太郎　＃Ｐ野津洋子

□野津　智子　　吉山　由美　　田村　俊二
　中本　等子　＃Ｐ柴山千春　△永瀬奈津子

　安部　敬祐　　村上　　凌　　伊藤　大輝
　伊東　　梨　　三原　寛之　　片倉　栞太
　吉田　健太

支店長　松江東ブロック長兼務
支店次長（渉外） 細貝　洋平
支店次長（業務） 黒崎美佐子

☆川 津 支 店
☎２３-２４２４

共済普及係

業 務 係
□形岡　裕子　　竹谷　芳弘　　大國　真依
　山口友里恵　　山田　知里　　佐々木萌圭　　
　渡部　紘平　★小村　典子　★福島　泰子
＃P高濱祐美子

　佐伯　崇人　　吉川芙由公　　松林　龍己
　飯塚　脩斗　　石橋　梨紗　　高橋　りこ
　藤原　柊弥

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係 □寺本　篤史　　田邊　真輝　　古川　颯希
＃野津　貴子　＃小川　恵美　＃Ｐ井ノ口真澄　

☎８５-２００７

島 根 支 店 支店長　　野田　　学 □安部　美佐　　井原絵梨子　＃中村　美鈴
＃古藤　由美

□槇野　　亘　　恩田　菜央　　田中久美子
★樋口麻友佳　＃庄司　千智　＃Ｐ真野有香

□堀江　寿美　　川上　有紗　　土江かおり
　大石　祐輔　＃仲田　由紀　＃P坂本金子

□杉谷　　勉　□渡辺　美子　　三代　奈実
　加藤　文恵　★原田　笑花　＃藤井かおり
△桑原かおる

　園山　由香　來海　　歩　　福田　海晴
　寺本　雅史　大石　和也　　藤原由香里　

☎７２-２５１１

美 保 関 支 店 支店長　　今岡　照和 □寺本　友香　＃村松　真美　＃安部　紀子

☎７６-２５２５

八 束 支 店 支店長　　青山　幸仁 □荒川　智子　＃上野恵美子　＃木瀬勢津子

※☆=ブロック支店
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ロ
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長

　片
寄
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　坂
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男

ブ
ロ
ッ
ク
長

　高
木

　正
樹

ブ
ロ
ッ
ク
長

　春
木

　
　透

共済普及係

業 務 係
□川谷　浩美　　藤原　真優　　伊藤　　茜
　佐伯　萌子　　真野　大洋　　田邊　弘樹
★坪倉友香美　＃小林　順子　＃P岩田真規子

■松尾紀美子　　前田　みな　山下　雄剛　　
　松本　郁奈　　濵村　大雅　渡部　佑香　　
　小田川　漸

共済普及係

業 務 係

共済普及係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

□吉岡麻依子　　角田　睦也　　三代　健太
　渡部　早貴　＃小畑　早紀　＃角田ひとみ
△門脇志津稀

☎５２-２０２２

東 出 雲 支 店 支店長　　門脇千穂子
支店次長　角　　　瑛

☎５４-１１２２

八 雲 支 店 支店長　　勝部　秀一
□川上　知子　　長谷川あゆみ　　池尻　　直
＃足立　晶子　＃野島　浩子

支店長　松江南ブロック長兼務
支店次長（渉外） 青砥　伸吾
支店次長（業務） 小豆澤千鶴

☆津 田 支 店
☎２４-１８１８

支店長　松江北ブロック長兼務
支店次長（渉外） 廣江　光俊
支店次長（業務） 田中　洋子

支店長　　松尾　　勝
支店次長　長廻貴代美古 江 支 店

☎３６-８１５７

☆法 吉 支 店
☎２１-３６９０

支店長　　小村　晃史
支店次長　井原　厚子鹿 島 支 店

☎８２-１３０３

支店長　松江西ブロック長兼務
支店次長（渉外） 松尾　康太
支店次長（業務） 稲田千寿子

☎６６-０４１６

宍 道 支 店 支店長　　菅井　健一
支店次長　足立　貴彰

☎６２-１３１３

玉 湯 支 店 支店長　　杉谷　剛志
支店次長　曽田　恭子

☆乃 木 支 店
☎２１-３７５８
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執行役員　高木　康文

※有期雇用職員は、
　４月１日付で転籍

JA全農島根
農機サポート㈱

JA全農Ａコープ㈱

Ａコープふるえ
☎３６-６６７６

Ａコープやくも
☎５４-１１２３

JA FARMERS Ａコープたまゆ店
☎６２-１２７１

ファミリーマート＋Ａコープしんじ
☎６６-０５０７

ファミリーマート＋Ａコープこうぶ
☎８２-９０７７

㈲JAしまねくにびき
協同サービス
☎２８-９２４５

本　　店

　◆松本　博樹本店　整備センター

金 融 部

部長　　石倉　　功畜 産 部
　　　■須山　哲成畜産課

資材課

金融企画課
金融相談課
事務管理課

経 済 部
　　　◎小室　陽二

　　　　勝部　元彦
　　　■平井　秀一　　沖本　達哉（出雲駐在）
　　　　伊藤　修英　　田口　　恵
　　　　井上　直紀　　三島　利香

◎◆山根　祐二　◆藤原　　孝　◆竹内　清貴　◆福井　　聖　◆川津　　心くにびき営業所
☎５５-３０６６

資 金 部
　　　■坂本久美子資金運用課

共 済 部
共済事務管理課

信用共済推進支援センター
東部センター

生命建物共済課

部長　　田中　達也

部長　　上野　晃一

融 資 部
　　　　

　　　◎杉谷　雄一　＃角　真利子　
　　　　田淵　克己

　　　○市場　直樹　　小畑　直也

総 務 部

人 事 部

監 査 部

リスク管理統括課
債権管理課

リスク管理部

室長　　恩田　直幸改革推進室

経理管財課
企画管理課 　　　◎小豆澤達生
企画管理部

　　　　小谷　由希　★藤原　三紀

　　　■植尾　　彰　　矢野　裕之
　　　◎山藤　哲久　　小豆澤　恒

　　　　
総務課 　　　　　吉野　絵里
ふれあい福祉課　　　　　竹内　美絵

  人事部付　吉岡　　亮（農林中金出向）
人事課 　　　　　高尾　泉樹
教育企画課　　　　　笹山　彩子

　部長　　河原　弘明
　次長　　門脇　　誠
　次長　　杉谷　高明

✿年金振込専用通帳または年金
予約者会員カードをくにびき地
区本部の支店窓口までお持ち
ください

✿ご来店いただいた方へささや
かですが、プレゼントを差し上
げます

※１会員様につき各回１つとさせ
ていただきます

令和8年令和8年

令和 7年度は右記の

年金支給日
に開催します！

JAしまねくにびき地区本部で　年金のお受取り・年金受取予約者のみなさまへ

□栂　　圭佑　　安達　美香　　佐々木梨紗
　杉森　佳代　　古瀬　太郎　＃Ｐ野津洋子

□野津　智子　　吉山　由美　　田村　俊二
　中本　等子　＃Ｐ柴山千春　△永瀬奈津子

　安部　敬祐　　村上　　凌　　伊藤　大輝
　伊東　　梨　　三原　寛之　　片倉　栞太
　吉田　健太

支店長　松江東ブロック長兼務
支店次長（渉外） 細貝　洋平
支店次長（業務） 黒崎美佐子

☆川 津 支 店
☎２３-２４２４

共済普及係

業 務 係
□形岡　裕子　　竹谷　芳弘　　大國　真依
　山口友里恵　　山田　知里　　佐々木萌圭　　
　渡部　紘平　★小村　典子　★福島　泰子
＃P高濱祐美子

　佐伯　崇人　　吉川芙由公　　松林　龍己
　飯塚　脩斗　　石橋　梨紗　　高橋　りこ
　藤原　柊弥

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係 □寺本　篤史　　田邊　真輝　　古川　颯希
＃野津　貴子　＃小川　恵美　＃Ｐ井ノ口真澄　

☎８５-２００７

島 根 支 店 支店長　　野田　　学 □安部　美佐　　井原絵梨子　＃中村　美鈴
＃古藤　由美

□槇野　　亘　　恩田　菜央　　田中久美子
★樋口麻友佳　＃庄司　千智　＃Ｐ真野有香

□堀江　寿美　　川上　有紗　　土江かおり
　大石　祐輔　＃仲田　由紀　＃P坂本金子

□杉谷　　勉　□渡辺　美子　　三代　奈実
　加藤　文恵　★原田　笑花　＃藤井かおり
△桑原かおる

　園山　由香　來海　　歩　　福田　海晴
　寺本　雅史　大石　和也　　藤原由香里　

☎７２-２５１１

美 保 関 支 店 支店長　　今岡　照和 □寺本　友香　＃村松　真美　＃安部　紀子

☎７６-２５２５

八 束 支 店 支店長　　青山　幸仁 □荒川　智子　＃上野恵美子　＃木瀬勢津子

※☆=ブロック支店
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　謙
一

ブ
ロ
ッ
ク
長

　坂
本
充
知
男

ブ
ロ
ッ
ク
長

　高
木

　正
樹

ブ
ロ
ッ
ク
長

　春
木

　
　透

共済普及係

業 務 係
□川谷　浩美　　藤原　真優　　伊藤　　茜
　佐伯　萌子　　真野　大洋　　田邊　弘樹
★坪倉友香美　＃小林　順子　＃P岩田真規子

■松尾紀美子　　前田　みな　山下　雄剛　　
　松本　郁奈　　濵村　大雅　渡部　佑香　　
　小田川　漸

共済普及係

業 務 係

共済普及係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

□吉岡麻依子　　角田　睦也　　三代　健太
　渡部　早貴　＃小畑　早紀　＃角田ひとみ
△門脇志津稀

☎５２-２０２２

東 出 雲 支 店 支店長　　門脇千穂子
支店次長　角　　　瑛

☎５４-１１２２

八 雲 支 店 支店長　　勝部　秀一
□川上　知子　　長谷川あゆみ　　池尻　　直
＃足立　晶子　＃野島　浩子

支店長　松江南ブロック長兼務
支店次長（渉外） 青砥　伸吾
支店次長（業務） 小豆澤千鶴

☆津 田 支 店
☎２４-１８１８

支店長　松江北ブロック長兼務
支店次長（渉外） 廣江　光俊
支店次長（業務） 田中　洋子

支店長　　松尾　　勝
支店次長　長廻貴代美古 江 支 店

☎３６-８１５７

☆法 吉 支 店
☎２１-３６９０

支店長　　小村　晃史
支店次長　井原　厚子鹿 島 支 店

☎８２-１３０３

支店長　松江西ブロック長兼務
支店次長（渉外） 松尾　康太
支店次長（業務） 稲田千寿子

☎６６-０４１６

宍 道 支 店 支店長　　菅井　健一
支店次長　足立　貴彰

☎６２-１３１３

玉 湯 支 店 支店長　　杉谷　剛志
支店次長　曽田　恭子

☆乃 木 支 店
☎２１-３７５８

お申し込みは最寄りのJA支店窓口へ
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申込受付期間※先着順
4月21日（月）～5月9日（金）

令和7年度　ＪＡしまねくにびき女性部

詳しくは、女性部員の皆さまへ別途ご案内をお届けします。目的別グループ活動の申し込みとは別でお申し込みください。
お問い合わせ先：JAしまねくにびき女性部事務局（ふれあい課内）　TEL　55-3018

※内容、参加費については、変更となる場合があります。 ※募集定員は先着順となります。
※活動に参加される方は、くにびき女性部に加入していただく必要があります。 JAしまねの組合員で松江市在住の女性は、どなたでもくにびき女性部にご加入いただけます。

乳がん検診
８月20日（水）　JAしまねくにびき地区本部
2,000円
※松江市からの助成が適用される場合
　40歳～49歳：1,100円　50歳以上：800円
　松江市から届く「松江市がん検診等受診券」をお持ちください。
60名

女性部健診
９月10日（水）　JAしまねくにびき地区本部
Aコース（胸部CTあり）：6,000円（税込）（通常23,850円）
Bコース（胸部CTなし）：3,500円（税込）（通常17,850円）
※その他オプション検査あり
90名

目的別グループ活動のお知らせ
開催日時 内　　容 参加費 定員

文
化
歴
史
・
趣
味
グ
ル
ー
プ

1
6月23日（月）
①13:30～15:30
6月27日（金）
②13:30～15:30

＜歴史を学ぼう～講話「小泉八雲とセツ」＞
◇�内容：2025年秋に始まるNHK連続テレビ小説は、ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）の妻セツ
をモデルにした「ばけばけ」が始まります。「ばけばけ」放映を前に、小泉八雲とセツについて
学びましょう。

◇講師：宍道�正年�氏（元島根県古代文化センター長）　◇場所：くにびき地区本部営農総合センター

2,000円
（ケーキ
セット付）

各日50名
（全2回）

2
8月27日（水）
①9:00～14:00
8月28日（木）
②9:00～14:00

＜環境問題《ごみ処理》を学ぼう～ごみ処理施設見学と昼食＞
◇�内容：西持田リサイクルプラザとエコクリーン松江でごみ処理について学んだ後、自然豊かな島
根町で「お母さんの味　サザエご飯定食」を堪能します。

◇マイクロバスを利用します。

1,500円 各日25名
（全2回）

3

12月10日（水）
① 9:00～11:30
②13:00～15:30
12月11日（木）
① 9:00～11:30
②13:00～15:30

＜手芸～新しい年に思いを馳せ、正月飾りを手づくりしよう！＞
◇内容：家の光12月号の記事を活用し、フェルトで作る干支の置物づくりに挑戦します。
◇講師：ＪＡしまねくにびき女性部員
◇場所：くにびき地区本部教育文化センターSan・san館

1,500円 各回20名
（全4回）

営
農
加
工
グ
ル
ー
プ

4
7月28日（月）
①10:00～
②13:30～

＜お酢活で夏バテ予防！＞
◇内容：夏バテ予防に効果的な「酢」を使った料理を作って、夏を元気に乗り切りましょう。
◇講師：大興産業(株)　◇場所：くにびき地区本部教育文化センターSan・san館

1,200円 各回40名
（全2回

5

11月6日（木）
①13:30～
11月7日（金）
② 9:30～
③13:30～

＜手づくりこんにゃくを作ろう！＞
◇内容：こんにゃく芋を使って手づくりこんにゃくを作ります。
◇講師：JAしまねくにびき女性部役員
◇場所：くにびき地区本部教育文化センターSan・san館

1,200円 各回30名
（全3回）

6

令和8年
2月6日（金）
① 9:30～
②11:00～
③13:30～

＜無添加の手づくり味噌を作ろう！＞
◇内容：地元大豆を使った無添加の手づくり味噌を作ります。
◇講師：JAしまねくにびき女性部役員
◇場所：くにびき地区本部教育文化センターSan・san館

1,800円 各回30名
（全3回）

健
康
グ
ル
ー
プ

7 7月8日（火）
10:00～

＜バランス御膳で始めるフレイル予防＞
◇内容：お食事からできるフレイル予防について管理栄養士の講話を聴き、バランス御膳を実食します。
◇講師：モルツウェル（株）　◇場所：くにびき地区本部営農総合センター

1,000円
（昼食付） 50名

8 11月26日（水）10:00～

＜乳和食料理教室＞
◇内容：乳製品を使った和食の調理法を学びます。
◇講師：（公社）島根県畜産振興協会　◇場所：くにびき地区本部教育文化センターSan・san館

1,000円 30名

9
令和8年

1月15日（木）
13:30～

＜笑顔で心も身体も健康に＞
◇内容：簡単な体操で身体を動かしながら、無理のない健康づくりを目指しましょう。
◇講師：ＪＡ島根厚生連　　◇場所：くにびき地区本部営農総合センター

無料 30名

日程・会場
受 診 料 金

定 員

日程・会場
受 診 料 金

定 員

～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

令和７年度の 乳がん検診 および 女性部健診 は
目的別グループ活動とは別で実施します。

「しまねびより3月号」の記載内容に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
●13ページ：令和6年度くにびき地区本部「集落座談会」Q&A
　企画総務関係：不良債権の増減についてのQに対するA　（誤）債券回収　➡　（正）債権回収

お詫びと訂正
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～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。

やぶきた茶

く
に
び
き
新
茶

く
に
び
き
新
茶

お
徳
用

お
徳
用

（500g）（500g）

く
に
び
き
新
茶

く
に
び
き
新
茶

や
ぶ
き
た

や
ぶ
き
た

（150g）（150g）

〒690-0823 松江市西川津町1635-2
園芸特産課
TEL 55-3033

城下町松江では、松平不昧公の時代から茶の湯が盛んで、周
辺地域では茶生産が行われてきました。現在では、朝酌新山・
鹿島講武地区などで生産されています。
ＪＡしまねくにびき地区本部では、鹿島製茶工場で松江市産
茶葉を加工しています。安全・安心なＪＡのおいしいお茶をご
賞味ください。

5/16頃よりお届けします

くにびき新茶くにびき新茶 キャンペーンキャンペーン

お問い
合わせ

JAの製茶工場で出来た
　　　　　　おいしいお茶です。

キャンペーン期間
4/1～5/30

※パッケージデザインは実際とは多少異なる場合がございます。

2,5002,500円円（（税込）税込） 1,3001,300円円（（税込）税込）

米 穀 畜 産 課 TEL 55-3038

園 芸 特 産 課 TEL 55-3033

担い手サポートセンター TEL 55-3030中海干拓営農センター TEL 52-6610

所長
平塚　敬樹

課長
大野　公祐

課長
山根　敏行

係長
岩水　孝則

携帯 080-6262-6495

課長補佐
石倉　精治

携帯 080-5239-2520

石倉　治夫
携帯 080-5239-2525

課長補佐
片寄　俊一

携帯 080-5239-2529

係長

犬山　浩二
携帯 080-6302-7999

センター長

安達　朋秀
担い手対策係

岩本　祐介
《橋南》ＴＡＣ

（経営相談、農業融資相談等）

須山　慶一
携帯 090-9732-6105

係長

吉田　達志
担い手対策係

栂　　晶博
《橋北》ＴＡＣ

（経営相談、農業融資相談等）

大谷　耕平
携帯 080-5239-2531

後藤　健治
新規就農支援係

福島　一樹
《全域》

（新規就農、集落営農）

多々納　朋佳吉岡　　亘

八束特産事業所 TEL 76-2526

組合員の目線に立ち
生産現場に寄り添った
営農指導を実施します。

令和7年度
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4月18日㈮～5月19日㈪までは休まず営業いたします。
〔営業時間〕�ＪＡグリーンつだ（8：30～18：30）・かわつ（9：00～18：30）

　　　　　グリーンショップふるえ（9：00～17：00）やくも・しんじ
　　　　　（9：00～15：00）

くにびき地区本部　自動車センターは下記の期間、休
業させていただきます。
緊急時は、JAF（#8139局）までご連絡ください。

休業期間：4/26（土）～5/6(火・振替休日)

１．水稲育苗注文・配達等に関すること
●中海干拓育苗センター

２．生産資材に関すること
● 生産資材の購入につきましては、ＪＡグリーン・グリーンショップ・

中海干拓営農センターをご利用ください。
　ただし、中海干拓営農センターについては、5月3日（土）～5月4日（日）
　は休業いたします。
● 連休中の生産資材の定期配送については、4月28日（月）、4月30日（水）、

5月1日（木）、5月2日（金）のみ通常どおり配送を行いますので、
よろしくお願いいたします。

４月末～5月連休中のお知らせ
営　　　　農 ＪＡグリーン・グリーンショップ

自動車センター

受付時間：８：30～17：00

問い合わせ先 TEL 52－3214

○39歳以下の方　○妊娠中又は妊娠の可能性がある方
○�ペースメーカーおよびICD(植込み型除細動器)をご利用の方
○１週間以内に胃・大腸のバリウムを飲まれている方
○今年度胸部ＣＴ検査を受けている方

■ 次の方は検診が出来ません。（要確認）

令和７年度

胸部CT検診胸部CT検診ののご案内ご案内

●お問い合わせ先 ： ふれあい課  TEL：55-30１8

ＪＡしまね くにびき地区本部主催
この検診は、時間予約制により待ち時間も
少なく、食事制限もありません。
この機会に、皆様の健康づくりにお役立て
くださいますようご案内申し上げます。

検�診�日�時 会　　　場 定�員

①６月10日（火）
８：30～ Ａコープふるえ 駐車場 30名

②６月10日（火）
13：00～

くにびき地区本部
営農総合センター前 駐車場 30名

③６月11日（水）
８：30～

JA FARMERS
Ａコープたまゆ店 駐車場 30名

④６月11日（水）
13：00～ Ａコープやくも 駐車場 30名

★検診料金：5,500円（税込）
●検診料金は、検診当日お持ちください。
●�通常料金6,500円に対して、ＪＡグループで1,000円
助成いたします。

●�令和６年度に、年金口座を新たにご指定いただいた方
は、検診後に1,000円のキャッシュバックがあります。

★支店の窓口で申し込み可能です
●�お申込後に、お一人ずつ受付時間を設定し、�５月
のふれあい訪問日で受診時間をお知らせします。
（所要時間は約15分です）

★胸部ＣＴの特徴
●�胸部レントゲンではわからない微小な早期がんが
見つかります。
●�喫煙による慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）が見つ
かります。

★次の方に検査をおすすめします
●喫煙歴のある方　●受動喫煙のある方
●粉じん、石綿等の吸入歴がある方
●血縁者にがんになった人がいる方

胸部ＣＴ検診申込書
特にご都合の悪い時間帯があればご記入ください（　　　　時頃）

ＦＡＸ送付先（ふれあい課）0852-32-6870

氏
ふり

　　名
がな

：  　　　　　　 生年月日：　　年　　月　　日（　 　歳）   　性別：（ 男 ・ 女 ）
住　　所：〒　　　-　　　松江市
電話番号：　　　　-　　　　-　　　　 　 　希望会場：
「個人情報の取扱い」について
この検診で取得する個人情報の取り扱いにつきましては、個人情報保護法を遵守し、検診にかかる実施・管理・通知以外の目的では使用いたしません。なお、
精密検査結果については、検査機関である JA 島根厚生連が保管・管理し、公衆衛生向上のために利用いたします。

〈切り取り線〉

申込締切：５／9（金）

検診当日に、「おさいふカード（ＪＡしまね
総合ポイントカード）」をご提示いただくと、
20ポイントが付与されます。

お申込みは、上記の申込書に必要事項を記入して、JA各支店の窓口まで提出されるか、ふれあい課へFAXを送信してくだ
さい。（FAXの場合は、必ず送信確認のお電話をお願いします）定員に達した場合、その時点で締め切りとさせていただ
きます。
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理
作ってみませんか？作ってみませんか？

Ⓐ

Ⓐ

今月の料理人

さんさん☀クッキンググループのみなさん
（左上から）
・山本　英子 さん
・中島　春美 さん
・林　　節子 さん
・後藤ゆみこ さん
・横田　悦子 さん

（左下から）
・渡部みはる さん
・高麗　優子 さん
・峠　　洋子 さん
・山本マツコ さん
・杉井キミエ さん

さんさん☀弁当

※各相談とも無料で
　お受けしています。55

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※5月の土曜営業日は17日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

8 木 税務相談会 川 津 支 店(TEL：23-2424)10：00～12：00

9 金 税務相談会 くにびき支店(TEL：55-3028)10：00～12：00

「春あけぼの弁当」と題し、お花見など集うときに「楽しい気持ちになる」
元気の出る栄養バランスを考えたお弁当をご紹介します。ぜひお試しく
ださい。

5月20日火・21日水5月 ふれあい訪問日

赤飯（４人分）

野菜のナムル（４人分）

みかん缶の寒天寄せ（４人分）

ささみのフライ（４人分）

ブロッコリーと卵のポテトサラダ（４人分）家の光2024年11月号より

ニンジンとシイタケの煮物（４人分）

①もち米は炊く1時間前くらいに洗ってざるにあげておく。
②小豆は１度茹でこぼし、600cc の水で固めに茹でておく。
③炊飯器にもち米、小豆、分量のゆで汁を加えて、通常の炊飯モードで炊く。

①ささみのすじを切り観音開きにして、うすく塩・こしょうをする。
②�ささみの上に大葉１枚とスライスチーズ1/2をのせて巻き、Ⓐを混ぜ合わせた
バッター液にくぐらせ、パン粉をまぶして170～180℃に熱した油で揚げる。

①もやし、ニンジン、生ひじきを茹で、Ⓐで加えて和える。
②お好みで、茹でた豆苗を飾る。

①缶詰のシロップと水に粉寒天を入れてよく混ぜ、火にかける。
②①が沸騰したら火を弱めて 2分程度煮る。
③�②に砂糖を入れてよく溶かし、みかんを加えてバット
に移し、冷ます。

①サツマイモは一口大に切り、ブロッコリーは小房に分けて茹でる。
②①に大きめに刻んだゆで卵とⒶを加えて和える。

①�ニンジンは1cm 程度の厚さで輪切りに、シイタケは大きいものは食べやすい
大きさに切る。高野豆腐は10 分程度お湯につけて戻し、水洗い後に水気を
切り、４等分に切る。

②�鍋に材料を入れ、ひたひたになるくらいのだし汁、酒、砂糖を加えて沸騰する
まで煮込む。

③�沸騰したら薄口しょうゆ、みりんを加え、落し蓋をして弱火で15分程度煮る。

作り方

作り方

作り方

作り方

作り方

作り方

もち米�… 2カップ（200ccのカップ）
豆のゆで汁�… 320cc（もち米の8割）

もやし�……………… 1袋
ニンジン�………… 120ｇ
生ひじき�……………30ｇ
豆苗� ………… お好みで

みかん缶�………… 1/2缶
缶詰のシロップ＋水…500㏄

ごま油�……… 大さじ1　
しょうゆ�…… 大さじ1　
砂糖� ……… 大さじ1　
鶏がらスープの素…小さじ2　
いりごま�………… 少々　

砂糖� ………… 大さじ4
粉寒天� …………… 4ｇ

ささみ�………………………… ４枚
大葉� ………………………… ４枚
スライスチーズ�…………… 1/2枚
小麦粉� ………………… 1カップ　
卵………………………………1個　
パン粉� ……………………… 適量

ゆで卵�……………………………2個
サツマイモ�……………………中2個
ブロッコリー�……………… 1/2個

ニンジン�……………………… １本
シイタケ�…………………………4枚
高野豆腐� …………………… １丁
だし汁�…… 300㏄程度（ひたひた）

小豆�…………………………… 40g
黒ごま塩�…………………… お好み

塩・こしょう�………………… 適量
サニーレタス（付け合わせ）
〈オーロラソース〉
　マヨネーズ�……… 大さじ2～3杯
　ケチャップ�………………大さじ2
　中濃ソース�………………小さじ1

塩…………………………小さじ1/2
マヨネーズ�………………大さじ3　
塩・こしょう�……………… 適量　

薄口しょうゆ�…………… 大さじ１
酒………………………… 大さじ１
みりん�…………………… 大さじ１
砂糖� ………………………小さじ１

　オーロラソースはお好みでマヨネーズやケチャップの量を調整してください。ポイント
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